
 
・・お飲みになる前に必ずお読みください。・・ 

を飲まれる方へ 
不安、緊張などの症状をしずめ、精神の不安定な状態を抑えるとともに、意欲低下などの症状

も改善させる薬が処方されています。統合失調症のさまざまな症状を改善する薬です。 
 

◆この薬を飲む時の注意点◆ 

（1） この薬を飲んでいる間は自動車の運転など危険を伴う機械の操作は

避けてください。 
眠気、注意力・集中力・反射運動能力などの低下が起こることがあるのでこの薬を飲ん

でいる間は自動車の運転など危険を伴う機械の操作は避けてください。 

（2） 糖尿病または過去に糖尿病になったことがある方は主治医へ申し出

てください。 
糖尿病または過去に糖尿病になったことがある方、あるいは糖尿病のご家族がいる方、

糖尿病の危険因子である高血糖、肥満などの症状がある方は主治医へ申し出てください。 

（3）他の薬と一緒に飲む時は主治医、薬剤師にご相談ください。 
＊この薬を他の薬と一緒に飲むと組み合わせによっては、お互いの薬の作用を強めたり、

弱めたりする可能性があります。市販されている薬も含めて他の薬と一緒に飲む時は

主治医、薬剤師にご相談ください。 

＊市販されている薬を購入する際は『リスペリドン』を飲んでいることを薬剤師へお伝

えください。 

＊他の病気で他の診察科や他の医療機関へかかる際は『リスペリドン』を飲んでいるこ

とをお伝えください。 

（4）この薬を飲んでいる間は飲酒を避けてください。 
アルコールによりこの薬の作用が強くあらわれることがあります。この薬を飲んでいる

間は飲酒を避けてください。 

（5）妊婦、産婦、授乳婦の方、妊娠を希望される女性の方は主治医にご

相談ください。 
＊妊婦又は妊娠している可能性のある方、授乳中の方は、この薬を飲み始める前に必ず

主治医、薬剤師にご相談ください。 

＊授乳婦の方は母乳に移行する可能性がありますので、授乳を中止してください。 

＊この薬を飲んでいる間は妊娠しないようにしてください。 

＊妊娠を希望される場合には、主治医にご相談ください。 

（6）薬を飲み忘れた時は、気づいた時にすぐに１回分を飲んでください。 
薬を飲み忘れた時は、すぐに１回分を飲んでください。その際、次の薬を飲むまでは５

時間以上あけるようにしてください。絶対に２回分を一度に飲んではいけません。 
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 （7）誤って一度に多く飲んだ場合は主治医、薬剤師にご相談ください。 
特に変わったことがなければ、心配ないと思われますが、症状に変化があれば、すぐに

主治医、薬剤師に連絡してください。 

（8）主治医の指示なく、自分の判断で飲むのを止めてはいけません。 
症状が落ち着いてきてもすぐに薬を飲むのを止めると、再発する可能性が高くなります。

自分の判断で飲むのを止めたり、また、量や回数を増やしたり、減らしたりせず、必ず

主治医にご相談ください。 
 

◆副作用について◆ 

この薬の主な副作用として、発疹、体がこわばる、ふるえ、じっとしてい

られない、よだれが出る、便秘、けいれんなどが報告されています。この

ような症状に気づいたら主治医、薬剤師にご相談ください。 

★まれに下記のような症状があらわれることがあります。このような時は使用を中止
し、すぐに主治医の診療を受けてください。 

□発熱、筋肉がこわばる、けいれん 

□口が勝手に動く   

□便秘、腹痛、お腹がはる、吐く 

□皮膚や白目が黄色くなる 

□手足がしびれる、全身がだるい、褐色尿、尿量が少ない、息苦しい 

□動悸、胸痛、胸部不快感 

□頭痛、意識がうすれる、体の片側が麻痺する 

□のどが渇く、大量の水を飲む 

上記以外でも気になる症状や普段と変わった症状が出た場合は、主治医、薬剤師にご相談くだ

さい。 
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